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研究成果の概要（和文）：　擬音語・擬声語・擬態語・擬様語・擬情語といったオノマトペの種類と聴覚の関係につい
て聴覚障害者を対象とした調査を行った。その結果、聴覚に障害がある場合でも体感情報や残存聴力を使ってその人な
りの音体験を構築している可能性があることが分かった。
　振動スピーカーや文字情報を併用し，その効果について検討を行った。音だけでなく、視覚情報や振動などの情報を
与え、共感覚的な経験を提供することによって，オノマトペの理解や感じ方に変化が生じるか調べた結果、共感覚的に
情報を提示した場合の方が、オノマトペに対する理解や親しみなどの感性情報処理活動が増加することがわかった。

研究成果の概要（英文）： We conducted a survey study about the relation between onomatopoeia and auditory 
senses.  The results show that there is a possibility of constructing their own sound experiences using bo
dy sensory information and residual hearings, although they have impairment of hearing. We studied about t
his effect by using a vibration speaker together with text information. We offered the synesthesia experie
nces by providing sound and visual information at the same time. It was found that the sensibility informa
tion processing activity, such as the comprehension and the familiarity toward onomatopoeia, increases whe
n the information was offered by synesthesia.
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１．研究開始当初の背景 
 感覚モダリティと感性情報処理に関する
研究は，聴覚，視覚，味覚，触覚，嗅覚，身
体動作など様々なアプローチで取り組まれ
ている。このことは知覚と感性の強い結びつ
きを象徴するものである。本研究で中心的に
扱う聴覚経験の違いは，音声言語の文章を理
解する場合，聴覚に障害があると，脳の言語
優位半球である左半球だけでなく右半球で
の活動が大きいことや，擬態語の判定時は視
覚と聴覚の連合野の腑活が見られないとい
う結果が現れる。このことは，音と言語を結
びつけてことばとして認識する聴覚認知が
困難であることに起因している。つまり，聴
覚障害者はオノマトペ（擬音語・擬態語等）
が持つ音象徴を使って言語シンボルを構築
しにくいといえる。しかしオノマトペが持つ
「音象徴は共感覚性を伴う」という特性を逆
に活かすことができれば，聴覚情報の受容が
困難で音象徴を持てない場合でも，振動など
の体感情報や視覚情報を代替情報として提
供し，感性に働きかけるようにすることによ
って，言語シンボルを構築できるのではない
かと考える。 
 音と感性情報処理に関する研究は，音特性
の抽出から音楽療法までと幅広く，いずれも
音と感性の興味深い研究であるが，本研究で
は，聞こえないというアプローチから音と感
性について研究する。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，感性と知覚の関係を対応させ
ながら感性情報処理を解明することを目的
としている。聴覚情報が得られないという視
点から，聴覚と感性情報処理について探求す
るが，聴覚障害は全く聞こえないという立場
をとらず，残存聴力に着目する感性研究を行
う。本研究では，人間の感覚モダリティが感
性情報処理にもたらす影響について，音体験
とオノマトペの対応関係から明らかにする。
感覚経験を言語シンボルへと昇華する過程
では感性情報処理活動が行われている。オノ
マトペはこの間の橋渡しの役割を果たすも
のであるためオノマトペを手がかりにする
ことによって，感性情報処理活動を追跡でき
る。オノマトペが持つ音象徴は共感覚性を伴
うことから，聴覚モダリティの違いによって
オノマトペの解釈が異なる可能性が高い。そ
こで，聴覚障害者と健聴者の聴覚経験の違い
や，音声情報に振動や視覚情報を追加した場
合のオノマトペの解釈の違い等を比較し，聴
覚を中心とした感覚モダリティと感性情報
処理活動の関係を明らかにすることを試み
る。 
 
３．研究の方法 
 初年度は，生活空間の中などで発生するも
のが出す音である擬音語・動物の鳴き声や人
の叫び声などの擬声語・身ぶりなどの感じを
いかにもそれらしく音声にたとえて表した

擬態語・事物の状態などの感じをいかにもそ
れらしく音声にたとえて表した擬様語・心の
動きや感情などをいかにもそれらしく音声
にたとえて表した擬情語といったオノマト
ペの種類と聴覚の関係について聴覚障害者
を対象とした調査を行った。聴覚に障害があ
る場合でも体感情報や残存聴力を使ってそ
の人なりの音体験を構築している可能性が
あるため，音情報の有無や身体性とことばの
関係についてオノマトペの種類別に客観的
指標で分類した。さらに，聞いた音を感じた
ことばで置き換えるような創作オノマトペ
アンケートを実施し，実際にどのように感じ
るのかについても把握した。初年度の結果を
踏まえ，2 年度目からは，振動スピーカーや
文字情報を併用し，その効果について検討し
た。共感覚的な経験を提供することによって，
オノマトペの理解や感じ方に変化が生じる
か調べ，感性情報処理に影響を与える感覚モ
ダリティについてまとめた。 
 
４．研究成果 
 擬音語・擬声語・擬態語・擬様語・擬情語
といったオノマトペの種類とわかりやすさ
について聴覚障害者を対象とした調査を行
った。聴覚に障害がある場合でも体感情報や
残存聴力を使ってその人なりの音体験を構
築しているということが分かった。特に擬音
語・擬声語など実際に音の出るオノマトペに
関しては，健聴者と同等の理解をしているこ
とが分かった。反対に，実際には音のでない
擬態語・擬様語は，誤解したり理解できない
ものもあった（図１）。感情を表す擬情語で
は，手話やジェスチャーを用いて表現豊かに
オノマトペを再現できるということが分か
った。 

 聴いた音を感じた言葉で表現する創作オ
ノマトペアンケートでは，新しいオノマトペ
を創作するとき，その人なりの音体験を利用
していることがわかった。 
 次に，聴覚障害者の残存聴力に着目しなが
ら，擬音語・擬声語・擬態語・擬様語・擬情
語といったオノマトペの種類ごとにオノマ
トペアニメーションを制作した。制作したア

図１：音のないオノマトペは馴染みが薄い 



ニメーションは，文字を利用したもの（図２），
状況説明を含むストーリーのあるアニメー
ション，ジェスチャーなどの身体表現の映像，
状況説明を含むストーリーと音声やキャプ
ション等が含まれたフルコンテンツ映像作
品（図 3）の４種類である。 

 

 振動スピーカーや文字情報を併用し，その
効果について検討を行った（図 4）。音だけで
なく視覚情報や振動などの情報を与え，共感
覚的な経験を提供することによって，オノマ
トペの理解が促進され，感性情報処理活動が
増加することがわかった。 
 

 
 

 視覚情報を伴ったオノマトペアニメーシ
ョンでは，実際に音が出ているオノマトペ，
音は出ていないオノマトペを制作した。2012
年 2 月 28 日には国立特別教育支援総合研究
所での研修会に出席し聾学校の教員 30 名に
対してオノマトペアニメーションを披露し，
研究交流を行った。その結果，教材として公
開を求める意見が多く，現在鋭意準備中であ
る。 
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図 4：振動スピーカとセミの擬音語コンテンツ 

図 2：文字を使ったオノマトペアニメーションの例 

図 3：フルコンテンツ映像作品の例 
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